
宮
城
県
桜
師
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥

の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
会
の
活
動
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
平
成
三
十
年
度
よ
り
日
本
大

学
桜
師
会
宮
城
県
支
部
長
を
拝
命

し
ま
し
た
増
子
光
昭
で
す
。
事
務

局
長
佐
藤
克
己
先
生
（
石
巻
市
立

万
石
浦
小
学
校
教
頭
）
と
と
も
に

会
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平
成
の
最
後
は
猛
暑
が
続
き
、

特
に
体
育
的
行
事
等
や
旅
行
的
行

事
で
は
熱
中
症
等
へ
の
特
別
な
配
慮

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
豪

雨
や
地
震
な
ど
の
災
害
に
対
す
る

防
災
体
制
の
整
備
及
び
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
な
ど
、
地
域
防
災
機

関
と
な
る
学
校
の
役
割
や
日
常
の

防
災
教
育
推
進
に
対
し
て
深
く
考

え
さ
せ
ら
れ
、
児
童
生
徒
フ
ァ
ー
ス

ト
で
学
校
運
営
を
し
て
い
く
意
義

を
改
め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
平
成
三
十
年
八
月
十
九

日
（
日
）ホ
テ
ル
白
萩
に
お
き
ま
し
て

日
本
大
学
宮
城
県
桜
師
会
総
会
を

日
本
大
学
校
友
会
宮
城
県
支
部
長

小
野
隆
様
ご
臨
席
の
も
と
開
催
し

ま
し
た
。

ま
た
、
仙
台
市
立
桜
丘
中
学
校

長
田
中
亨
先
生
よ
り
「
学
校
経
営

の
今
日
的
課
題
」
と
題
し
ま
し
て
ご

講
演
を
い
た
だ
き
協
働
型
学
校
評

価
等
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
最
近
の
日
本
大
学
の
諸
問
題

に
つ
い
て
も
話
題
と
な
り
、
宮
城
県

桜
師
会
員
は
今
後
も
母
校
の
強
み

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
各
自

の
所
属
で
教
育
活
動
に
精
進
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
最
後
の
年
そ
し
て
令
和
元

年
に
会
長
を
務
め
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
会
の
発
展
に
つ
き
ま
し
て
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
本
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
会
の
様
子
に

つ
い
て
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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第３２号
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花
の
精
鋭

六
月
の
役
員
会
を
経
て
、
七
月

二
十
六
日
（
日
）
に
無
事
総
会
、

研
修
会
、
そ
し
て
懇
親
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い

会
長
を
迎
え
、
ま
た
新
た
に
桜
師

会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
度
は
、
我
が
母
校

日
本
大
学
が
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
、
何
か
と
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
に
発
展
し

ま
し
た
が
、
全
国
の
会
員
一
同
、

こ
の
危
機
的
状
況
を
、
日
大
パ
ワ

ー
で
は
ね
返
す
覚
悟
で
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

花
の
精
鋭
こ
こ
に
あ
り
で
す
。
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加藤忽輔氏書く

桜
師
会
の
発
展
に
向
け
て

日
本
大
学
全
国
桜
師
会
宮
城
県
支
部
長

増

子

光

昭

アドレス https://miyagiken-ohshikai.jimdo.com/
「 宮城県桜師会 」で検索してください。・



三
十
・
五
・
二
十
八

役
員
会
案
内
発
送

六
・
二
十
四

役
員
会

七
・
十
七

総
会
案
内
発
送

元
・
五
・
二
十
八

役
員
会
案
内
発
送

六
・
二
十
二

役
員
会

七
月
中

日
本
大
学
校
友
会

七
・
二
十
六

日
本
大
学
校
友
会
総
会

七
・
二
十
八

全
国
桜
師
会
【
桜
門
会
館
】

八
・
十
十
九

総
会
・
研
修
会
・
懇
談
会

【
ホ
テ
ル
白
萩
】

元
・
五
・
二
十
八

会
報
発
行

全
国
桜
師
会
【
桜
門
会
館
】

七
・
十
五

総
会
案
内
発
送

八
・
十
七

総
会
・
研
修
会
・
懇
談
会

【
ホ
テ
ル
白
萩
】

十
一
・
十
一

会
報
発
行

平
成
三
十
年
度
桜
師
会
総
会

・
研
修
会
会
・
懇
親
会

平
成
三
十
年
八
月
十
九
日

（
日
）、
校
友
会
宮
城
支
部
長
小

野
隆
様
を
お
迎
え
し
、
総
会
・

研
修
会
・
懇
親
会
を
ホ
テ
ル
白

萩
に
て
行
い
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
増
子
光
昭
新
会

長
の
挨
拶
の
後
、
平
成
二
十
九
年

度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、
平
成

三
十
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
に

つ
い
て
の
協
議
が
速
や
か
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
ご
栄

進
さ
れ
ま
し
た
川
村
陽
一
多
賀
城

市
立
高
崎
中
学
校
教
頭
の
紹
介
、

記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

次
の
研
修
会
に
お
い
て
は
、

仙
台
市
立
桜
丘
中
学
校

田
中
亨

校
長
先
生
よ
り
、
「
学
校
経
営
の

今
日
的
課
題
」
と
題
し
て
、
人
事

管
理
に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
を

自
校
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
わ
か
り

や
す
く
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

そ
し
て
、
今
年
度
の
懇
親
会

に
も
十
四
名
の
皆
様
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
和
や
か
雰
囲
気
の
中
、

情
報
交
換
を
含
め
、
様
々
な
話
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

懇
親
会
の
最
後
に
は
、
出
席

者
全
員
で
校
歌
を
声
高
ら
か
に
歌

い
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

今
年
度
か
ら
会
長
、
事
務
局
が

石
巻
地
区
に
な
り
、
事
務
局
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

石
巻
市
立
万
石
浦
小
学
校
の
佐
藤

克
己
と
申
し
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
機
器
に
弱
く
、
ま
た
、
郵
便
局

で
の
会
費
手
続
き
の
不
慣
れ
さ
で

四
苦
八
苦
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様

に
は
、
気
を
揉
ま
せ
て
し
ま
い
、

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い

る
か
と
存
じ
ま
す
。

と
に
も
か
く
に
も
、
事
務
局
を

全
う
で
き
ま
す
よ
う
、
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平成 30年度予算案

１ 収入の部 89,263（円）
〈収入の部内訳〉

① 29年度繰越金 39,263
② 30年度会費 40,000
③全国桜師会から 10,000
④雑収入 0

２ 支出の部 89,263（円）

〈支出の部内訳〉

①通信費 25,000
②会報・事務費 5,000
③会議・研修費 30,000
④慶弔費 10,000
⑤負担費 15,080
⑥雑費 4,183

３ 差引残高 0

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
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平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

平成 29 年度会計報告

１ 収入の部 112699（円）
〈収入の部内訳〉

① 28 年度繰越金 56,169
② 29 年度会費 38,830
③全国桜師会から 10,000
④雑収入 7,700

２ 支出の部 73,436（円）

〈支出の部内訳〉

①通信費 25,635
②会報・事務費 3,963
③会議・研修費 24,417
④慶弔費 4,341
⑤負担費 15,080
⑥雑費 0

３ 差引残高 39,263


